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(57)【要約】
【課題】より利便性の高い通信接続を可能にする。
【解決手段】移動機１０の通信中に、残通信量に基づい
て移動機１０の通信継続が不可であるものとしてＳＧＳ
Ｎ２０の通信可否判断部２１６によって判断された場合
、残通信量が残っているＡＰＮのＡＰＮ情報を接続先情
報抽出部２０１が抽出し、抽出したＡＰＮ情報を移動機
に通知する。移動機１０の接続先情報取得部１０４は、
残通信量が残っているＡＰＮ情報を取得する。そして、
次回の通信開始時に、残通信量が残っているＡＰＮ情報
をＳＧＳＮ２０へ送信して通信を行う。このように、移
動機１０側において残通信量の残っているＡＰＮ情報を
把握し、残通信量が残っているＡＰＮ情報に基づいて通
信を行うことができるので、より利便性の高い通信接続
を行うことができる。
【選択図】図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　通信網に接続する際の接続先を示す接続先情報を移動機から取得して、前記接続先情報
に基づいて前記移動機の通信を制御する通信制御装置と、接続先情報が示す接続先を通じ
て前記移動機が通信可能な残通信量を、前記移動機を利用する加入者を識別可能な識別情
報に対応付けて記憶する残通信量記憶装置とを含んで構成された通信システムであって、
　前記通信制御装置は、
　前記移動機から、前記識別情報及び接続先情報を取得する識別情報取得手段と、
　前記識別情報取得手段で取得された識別情報及び接続先情報に基づいて、識別情報及び
接続先情報に対応する前記移動機の残通信量を取得する残通信量取得手段と、
　前記移動機が通信を開始してからの通信量を計測する通信量計測手段と、
　前記残通信量取得手段で取得された残通信量と、前記通信量計測手段で計測された通信
量とに基づいて、前記移動機が通信可能な残通信量を算出する残通信量算出手段と、
　前記残通信量算出手段によって算出された残通信量に基づいて、前記移動機の通信の継
続可否を判断する通信可否判断手段と、
　前記通信可否判断手段によって前記移動機の通信の継続が不可であるものと判断された
場合、残通信量が残っている接続先の接続先情報を抽出する接続先情報抽出手段と、
　前記接続先情報抽出手段で抽出された接続先情報を、前記移動機に通知する接続先情報
通知手段とを備え、
　前記移動機は、
　前記接続先情報通知手段から通知された前記接続先情報を取得する接続先情報取得手段
と、
　前記接続先情報取得手段によって取得された接続先情報を、通信網への通信接続の開始
時に前記通信制御装置へ送信する接続先情報送信手段と、
を備えることを特徴とする通信システム。
【請求項２】
　前記接続先情報抽出手段は、接続先情報を複数抽出し、
　前記接続先情報通知手段は、前記接続先情報抽出手段によって抽出された複数の接続先
情報を、前記移動機に通知し、
　前記移動機は、
　前記接続先情報取得手段によって取得された前記複数の接続先情報の中から、所定条件
を満たす接続先情報を選択する接続先情報選択手段を更に備え、
　前記接続先情報送信手段は、前記接続先情報選択手段によって選択された接続先情報を
前記通信制御装置へ送信することを特徴とする請求項１に記載の通信システム。
【請求項３】
　前記移動機は、
　複数の接続先情報と、各接続先情報が示す接続先へ接続する際の優先順位とを対応付け
て記憶する優先順位記憶手段を更に備え、
　前記接続先情報選択手段は、前記優先順位記憶手段に記憶された優先順位に基づいて、
前記接続先情報取得手段によって取得された複数の接続先情報の中で最も優先順位が高い
接続先情報を選択することを特徴とする請求項２に記載の通信システム。
【請求項４】
　前記接続先情報通知手段は、前記接続先情報抽出手段によって抽出された複数の接続先
情報に優先順位を付加して、前記移動機に通知し、
　前記接続先情報選択手段は、前記接続先情報に付加された優先順位に基づいて接続先情
報を選択することを特徴とする請求項２又は３に記載の通信システム。
【請求項５】
　前記接続先情報通知手段は、前記接続先情報抽出手段によって抽出された複数の接続先
情報のぞれぞれに、各接続先情報に対応する残通信量を付加して、前記移動機に通知し、
　前記接続先情報選択手段は、前記接続先情報に付加された残通信量に基づいて接続先情
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報を選択することを特徴とする請求項２～４のいずれか一項に記載の通信システム。
【請求項６】
　前記接続先情報選択手段は、前記複数の接続先情報の中から接続先情報を選択する際に
、移動機において通信を起動したアプリケーションプログラム又は移動機のユーザによっ
て接続先情報を選択させることを特徴とする請求項２～５のいずれか一項に記載の通信シ
ステム。
【請求項７】
　通信網に接続する際の接続先を示す接続先情報を移動機から取得して、前記接続先情報
に基づいて前記移動機の通信を制御する通信制御装置であって、
　前記移動機から、前記移動機を利用する加入者を識別可能な識別情報、及び接続先情報
を取得する識別情報取得手段と、
　前記識別情報取得手段で取得された識別情報及び接続先情報に基づいて、接続先情報が
示す接続先を通じて前記移動機が通信可能な残通信量を取得する残通信量取得手段と、
　前記移動機が通信を開始してからの通信量を計測する通信量計測手段と、
　前記残通信量取得手段で取得された残通信量と、前記通信量計測手段で計測された通信
量とに基づいて、前記移動機が通信可能な残通信量を算出する残通信量算出手段と、
　前記残通信量算出手段によって算出された残通信量に基づいて、前記移動機の通信の継
続可否を判断する通信可否判断手段と、
　前記通信可否判断手段によって前記移動機の通信の継続が不可であるものと判断された
場合、残通信量が残っている接続先の接続先情報を抽出する接続先情報抽出手段と、
　前記接続先情報抽出手段で抽出された接続先情報を、前記移動機に通知する接続先情報
通知手段と、
を備えることを特徴とする通信制御装置。
【請求項８】
　通信網に接続する際の接続先を示す接続先情報を移動機から取得して、前記接続先情報
に基づいて前記移動機の通信を制御する通信制御装置と、接続先情報が示す接続先を通じ
て前記移動機が通信可能な残通信量を、前記移動機を利用する加入者を識別可能な識別情
報に対応付けて記憶する残通信量記憶装置とを含んで構成された通信システムで実行され
る通信方法であって、
　前記通信制御装置が、前記移動機から前記識別情報及び接続先情報を取得する識別情報
取得ステップと、
　前記通信制御装置が、前記識別情報取得ステップで取得された識別情報及び接続先情報
に基づいて、識別情報及び接続先情報に対応する前記移動機の残通信量を取得する残通信
量取得ステップと、
　前記通信制御装置が、前記移動機が通信を開始してからの通信量を計測する通信量計測
ステップと、
　前記通信制御装置が、前記残通信量取得ステップで取得された残通信量と、前記通信量
計測ステップで計測された通信量とに基づいて、前記移動機が通信可能な残通信量を算出
する残通信量算出ステップと、
　前記通信制御装置が、前記残通信量算出ステップで算出された残通信量に基づいて、前
記移動機の通信の継続可否を判断する通信可否判断ステップと、
　前記通信可否判断ステップにおいて前記移動機の通信の継続が不可であるものと判断さ
れた場合、前記通信制御装置が、残通信量が残っている接続先の接続先情報を抽出する接
続先情報抽出ステップと、
　前記通信制御装置が、前記接続先情報抽出ステップで抽出された接続先情報を、前記移
動機に通知する接続先情報通知ステップと、
　前記移動機が、前記接続先情報通知ステップにおいて通知された前記接続先情報を取得
する接続先情報取得ステップと、
　前記移動機が、前記接続先情報取得ステップで取得された接続先情報を、通信網への通
信接続の開始時に前記通信制御装置へ送信する接続先情報送信ステップと、



(4) JP 2012-138709 A 2012.7.19

10

20

30

40

50

を有することを特徴とする通信方法。
【請求項９】
　通信網に接続する際の接続先を示す接続先情報を移動機から取得して、前記接続先情報
に基づいて前記移動機の通信を制御する通信制御装置と、接続先情報が示す接続先を通じ
て前記移動機が通信可能な残通信量を、前記移動機を利用する加入者を識別可能な識別情
報に対応付けて記憶する残通信量記憶装置とを含んで構成された通信システムであって、
　前記通信制御装置は、
　通信接続の開始要求を行った前記移動機から、前記識別情報及び接続先情報を取得する
識別情報取得手段と、
　前記識別情報取得手段で取得された識別情報及び接続先情報に基づいて、前記識別情報
及び接続先情報に対応する前記移動機の残通信量を取得する残通信量取得手段と、
　前記残通信量取得手段によって取得された残通信量に基づいて、前記移動機の通信接続
の可否を判断する通信可否判断手段と、
　前記通信可否判断手段によって前記移動機の通信接続が不可であるものと判断された場
合、残通信量が残っている接続先の接続先情報を抽出する接続先情報抽出手段と、
　前記接続先情報抽出手段で抽出された接続先情報に基づいて、前記移動機の通信接続を
行う通信接続手段と、
を備えることを特徴とする通信システム。
【請求項１０】
　前記通信制御装置は、
　前記接続先情報抽出手段で抽出された接続先情報が示す接続先へ接続してよいか否かを
前記移動機のユーザに問い合わせる問い合わせ手段を更に備え、
　前記通信接続手段は、前記問い合わせ手段による問い合わせ結果に基づいて、問い合わ
せを行った接続先へ前記移動機を接続することを特徴とする請求項９に記載の通信システ
ム。
【請求項１１】
　前記通信制御装置は、
　前記通信接続手段によって前記移動機が接続された接続先を示す接続先情報を、前記移
動機に通知する接続結果通知手段を更に備えることを特徴とする請求項９又は１０に記載
の通信システム。
【請求項１２】
　通信網に接続する際の接続先を示す接続先情報を移動機から取得して、前記接続先情報
に基づいて前記移動機の通信を制御する通信制御装置であって、
　通信接続の開始要求を行った前記移動機から、前記移動機を利用する加入者を識別可能
な識別情報及び接続先情報を取得する識別情報取得手段と、
　前記識別情報取得手段で取得された識別情報及び接続先情報に基づいて、接続先情報が
示す接続先を通じて前記移動機が通信可能な残通信量を取得する残通信量取得手段と、
　前記残通信量取得手段によって取得された残通信量に基づいて、前記移動機の通信接続
の可否を判断する通信可否判断手段と、
　前記通信可否判断手段によって前記移動機の通信接続が不可であるものと判断された場
合、残通信量が残っている接続先の接続先情報を抽出する接続先情報抽出手段と、
　前記接続先情報抽出手段で抽出された接続先情報に基づいて、前記移動機の通信接続を
行う通信接続手段と、
を備えることを特徴とする通信制御装置。
【請求項１３】
　通信網に接続する際の接続先を示す接続先情報を移動機から取得して、前記接続先情報
に基づいて前記移動機の通信を制御する通信制御装置と、接続先情報が示す接続先を通じ
て前記移動機が通信可能な残通信量を、前記移動機を利用する加入者を識別可能な識別情
報に対応付けて記憶する残通信量記憶装置とを含んで構成された通信システムで実行され
る通信方法であって、
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　前記通信制御装置が、通信接続の開始要求を行った前記移動機から、前記識別情報及び
接続先情報を取得する識別情報取得ステップと、
　前記通信制御装置が、前記識別情報取得ステップで取得された識別情報及び接続先情報
に基づいて、前記識別情報及び接続先情報に対応する前記移動機の残通信量を取得する残
通信量取得ステップと、
　前記通信制御装置が、前記残通信量取得ステップで取得された残通信量に基づいて、前
記移動機の通信接続の可否を判断する通信可否判断ステップと、
　前記通信可否判断ステップにおいて前記移動機の通信接続が不可であるものと判断され
た場合、前記通信制御装置が、残通信量が残っている接続先の接続先情報を抽出する接続
先情報抽出ステップと、
　前記通信制御装置が、前記接続先情報抽出ステップで抽出された接続先情報に基づいて
、前記移動機の通信接続を行う通信接続ステップと、
を有することを特徴とする通信方法。
【請求項１４】
　通信網に接続する際の接続先を示す接続先情報を移動機から取得して、前記接続先情報
に基づいて前記移動機の通信を制御する通信制御装置と、接続先情報が示す接続先を通じ
て前記移動機が通信可能な残通信量を、前記移動機を利用する加入者を識別可能な識別情
報に対応付けて記憶する残通信量記憶装置とを含んで構成された通信システムであって、
　前記通信制御装置は、
　前記移動機から、前記識別情報及び接続先情報を取得する識別情報取得手段と、
　前記識別情報取得手段で取得された識別情報及び接続先情報に基づいて、識別情報及び
接続先情報に対応する前記移動機の残通信量を取得する残通信量取得手段と、
　前記移動機が通信を開始してからの通信量を計測する通信量計測手段と、
　前記残通信量取得手段で取得された残通信量と、前記通信量計測手段で計測された通信
量とに基づいて、前記移動機が通信可能な残通信量を算出する残通信量算出手段と、
　前記残通信量算出手段によって算出された残通信量に基づいて、前記移動機の通信の継
続可否を判断する通信可否判断手段と、
　前記通信可否判断手段によって前記移動機の通信の継続が不可であるものと判断された
場合、残通信量が残っている接続先の接続先情報を抽出する接続先情報抽出手段と、
　前記接続先情報抽出手段で抽出された接続先情報に基づいて、前記移動機の通信の制御
を行う通信制御装置側再接続手段と、
を備えることを特徴とする通信システム。
【請求項１５】
　前記通信制御装置は、前記接続先情報抽出手段で抽出された接続先情報を前記移動機に
通知する再接続情報通知手段を更に備え、
　前記移動機は、前記再接続情報通知手段から通知された接続先情報に基づいて通信接続
を行う移動機側再接続手段を更に備えることを特徴とする請求項１４に記載の通信システ
ム。
【請求項１６】
　通信網に接続する際の接続先を示す接続先情報を移動機から取得して、前記接続先情報
に基づいて前記移動機の通信を制御する通信制御装置であって、
　前記移動機から、前記移動機を利用する加入者を識別可能な識別情報、及び接続先情報
を取得する識別情報取得手段と、
　前記識別情報取得手段で取得された識別情報及び接続先情報に基づいて、接続先情報が
示す接続先を通じて前記移動機が通信可能な残通信量を取得する残通信量取得手段と、
　前記移動機が通信を開始してからの通信量を計測する通信量計測手段と、
　前記残通信量取得手段で取得された残通信量と、前記通信量計測手段で計測された通信
量とに基づいて、前記移動機が通信可能な残通信量を算出する残通信量算出手段と、
　前記残通信量算出手段によって算出された残通信量に基づいて、前記移動機の通信の継
続可否を判断する通信可否判断手段と、
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　前記通信可否判断手段によって前記移動機の通信の継続が不可であるものと判断された
場合、残通信量が残っている接続先の接続先情報を抽出する接続先情報抽出手段と、
　前記接続先情報抽出手段で抽出された接続先情報に基づいて、前記移動機の通信の制御
を行う通信制御装置側再接続手段と、
を備えることを特徴とする通信制御装置。
【請求項１７】
　通信網に接続する際の接続先を示す接続先情報を移動機から取得して、前記接続先情報
に基づいて前記移動機の通信を制御する通信制御装置と、接続先情報が示す接続先を通じ
て前記移動機が通信可能な残通信量を、前記移動機を利用する加入者を識別可能な識別情
報に対応付けて記憶する残通信量記憶装置とを含んで構成された通信システムで実行され
る通信方法であって、
　前記通信制御装置が、前記移動機から前記識別情報及び接続先情報を取得する識別情報
取得ステップと、
　前記通信制御装置が、前記識別情報取得ステップで取得された識別情報及び接続先情報
に基づいて、識別情報及び接続先情報に対応する前記移動機の残通信量を取得する残通信
量取得ステップと、
　前記通信制御装置が、前記移動機が通信を開始してからの通信量を計測する通信量計測
ステップと、
　前記通信制御装置が、前記残通信量取得ステップで取得された残通信量と、前記通信量
計測ステップで計測された通信量とに基づいて、前記移動機が通信可能な残通信量を算出
する残通信量算出ステップと、
　前記通信制御装置が、前記残通信量算出ステップで算出された残通信量に基づいて、前
記移動機の通信の継続可否を判断する通信可否判断ステップと、
　前記通信可否判断ステップで前記移動機の通信の継続が不可であるものと判断された場
合、前記通信制御装置が、残通信量が残っている接続先の接続先情報を抽出する接続先情
報抽出ステップと、
　前記通信制御装置が、前記接続先情報抽出ステップで抽出された接続先情報に基づいて
、前記移動機の通信の制御を行う通信制御装置側再接続ステップと、
を有することを特徴とする通信方法。
【請求項１８】
　請求項１～６，９～１１，１４，１５のいずれか一項に記載の通信システムで用いられ
ることを特徴とする移動機。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、移動機の通信を制御する通信システム、この通信システムで用いられる通信
制御装置及び移動機、移動機の通信を制御する通信方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、ＧＰＲＳ（General　Packet　Radio　Service）を用いて移動機間でデータ通信
を行う通信システムがある。このような通信システムにおいては、異なるネットワーク間
を接続するＧＧＳＮ（Gateway　GPRS　Support　Node）や、ＧＧＳＮの下位に配置された
、複数のＳＧＳＮ（Service　GPRS　Support　Node）等が設けられており、移動機は、Ｓ
ＧＳＮ及びＧＧＳＮを介して接続先となるネットワークに接続している。また、予め通信
の利用料金を支払い、支払った料金の範囲内で移動機の通信を可能とする、所謂、プリペ
イド式の移動機を用いた通信サービスがある。ＧＰＲＳを用いた通信システムにプリペイ
ド式の移動機を適用したものとして、例えば、特許文献１に記載されたものがある。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
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【特許文献１】特開２００５－２０４３２３号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　一般に、ＧＰＲＳを用いた通信システムにおいて、プリペイド式の移動機の通信の制御
を行う場合、移動機が通信網に接続する際のＡＰＮ（Access　Point　Name）毎に、移動
機が通信可能な残通信量を管理することが考えられる。このＡＰＮ毎の残通信量の管理は
、移動機以外の装置によって行われており、移動機のユーザ（移動機の加入者）がＡＰＮ
毎の残通信量を知らないことがある。この場合、通信残量が残っているＡＰＮがあるにも
かかわらず、移動機のユーザがそのＡＰＮを通じた通信を行うことができないなど、利便
性に欠けるといった問題がある。
【０００５】
　そこで本発明は、より利便性の高い通信接続を行うことができる通信システム、通信制
御装置、通信方法及び移動機を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　そのため本発明は、通信網に接続する際の接続先を示す接続先情報を移動機から取得し
て、接続先情報に基づいて移動機の通信を制御する通信制御装置と、接続先情報が示す接
続先を通じて移動機が通信可能な残通信量を、移動機を利用する加入者を識別可能な識別
情報に対応付けて記憶する残通信量記憶装置とを含んで構成された通信システムであって
、通信制御装置は、移動機から、識別情報及び接続先情報を取得する識別情報取得手段と
、識別情報取得手段で取得された識別情報及び接続先情報に基づいて、識別情報及び接続
先情報に対応する移動機の残通信量を取得する残通信量取得手段と、移動機が通信を開始
してからの通信量を計測する通信量計測手段と、残通信量取得手段で取得された残通信量
と、通信量計測手段で計測された通信量とに基づいて、移動機が通信可能な残通信量を算
出する残通信量算出手段と、残通信量算出手段によって算出された残通信量に基づいて、
移動機の通信の継続可否を判断する通信可否判断手段と、通信可否判断手段によって移動
機の通信の継続が不可であるものと判断された場合、残通信量が残っている接続先の接続
先情報を抽出する接続先情報抽出手段と、接続先情報抽出手段で抽出された接続先情報を
、移動機に通知する接続先情報通知手段とを備え、移動機は、接続先情報通知手段から通
知された接続先情報を取得する接続先情報取得手段と、接続先情報取得手段によって取得
された接続先情報を、通信網への通信接続の開始時に通信制御装置へ送信する接続先情報
送信手段と、を備えることを特徴とする。
【０００７】
　また、本発明は、通信網に接続する際の接続先を示す接続先情報を移動機から取得して
、接続先情報に基づいて移動機の通信を制御する通信制御装置であって、移動機から、移
動機を利用する加入者を識別可能な識別情報、及び接続先情報を取得する識別情報取得手
段と、識別情報取得手段で取得された識別情報及び接続先情報に基づいて、接続先情報が
示す接続先を通じて移動機が通信可能な残通信量を取得する残通信量取得手段と、移動機
が通信を開始してからの通信量を計測する通信量計測手段と、残通信量取得手段で取得さ
れた残通信量と、通信量計測手段で計測された通信量とに基づいて、移動機が通信可能な
残通信量を算出する残通信量算出手段と、残通信量算出手段によって算出された残通信量
に基づいて、移動機の通信の継続可否を判断する通信可否判断手段と、通信可否判断手段
によって移動機の通信の継続が不可であるものと判断された場合、残通信量が残っている
接続先の接続先情報を抽出する接続先情報抽出手段と、接続先情報抽出手段で抽出された
接続先情報を、移動機に通知する接続先情報通知手段と、を備えることを特徴とする。
【０００８】
　また、本発明は、通信網に接続する際の接続先を示す接続先情報を移動機から取得して
、接続先情報に基づいて移動機の通信を制御する通信制御装置と、接続先情報が示す接続
先を通じて移動機が通信可能な残通信量を、移動機を利用する加入者を識別可能な識別情
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報に対応付けて記憶する残通信量記憶装置とを含んで構成された通信システムで実行され
る通信方法であって、通信制御装置が、移動機から識別情報及び接続先情報を取得する識
別情報取得ステップと、通信制御装置が、識別情報取得ステップで取得された識別情報及
び接続先情報に基づいて、識別情報及び接続先情報に対応する移動機の残通信量を取得す
る残通信量取得ステップと、通信制御装置が、移動機が通信を開始してからの通信量を計
測する通信量計測ステップと、通信制御装置が、残通信量取得ステップで取得された残通
信量と、通信量計測ステップで計測された通信量とに基づいて、移動機が通信可能な残通
信量を算出する残通信量算出ステップと、通信制御装置が、残通信量算出ステップで算出
された残通信量に基づいて、移動機の通信の継続可否を判断する通信可否判断ステップと
、通信可否判断ステップにおいて移動機の通信の継続が不可であるものと判断された場合
、通信制御装置が、残通信量が残っている接続先の接続先情報を抽出する接続先情報抽出
ステップと、通信制御装置が、接続先情報抽出ステップで抽出された接続先情報を、移動
機に通知する接続先情報通知ステップと、移動機が、接続先情報通知ステップにおいて通
知された接続先情報を取得する接続先情報取得ステップと、移動機が、接続先情報取得ス
テップで取得された接続先情報を、通信網への通信接続の開始時に通信制御装置へ送信す
る接続先情報送信ステップと、を有することを特徴とする。
【０００９】
　これらの発明にあっては、移動機の通信中に、残通信量に基づいて移動機の通信継続が
不可であるものと判断された場合、残通信量が残っている接続先の接続先情報を抽出し、
抽出した接続先情報を移動機に通知する。移動機は、残通信量が残っている接続先の情報
を取得し、通信開始時に、残通信量が残っている接続先情報を通信制御装置へ送信して通
信を行う。このように、移動機側において残通信量の残っている接続先情報を把握し、残
通信量が残っている接続先情報に基づいて通信を行うことができるので、より利便性の高
い通信接続を行うことができる。
【００１０】
　また、接続先情報抽出手段は、接続先情報を複数抽出し、接続先情報通知手段は、接続
先情報抽出手段によって抽出された複数の接続先情報を、移動機に通知し、移動機は、接
続先情報取得手段によって取得された複数の接続先情報の中から、所定条件を満たす接続
先情報を選択する接続先情報選択手段を更に備え、接続先情報送信手段は、接続先情報選
択手段によって選択された接続先情報を通信制御装置へ送信することが好ましい。この場
合には、複数の接続先情報の中から所定条件を満たす接続先情報に基づいて通信を行うこ
とができるので、より好適な接続先情報に基づいた通信接続を行うことができる。
【００１１】
　また、移動機は、複数の接続先情報と、各接続先情報が示す接続先へ接続する際の優先
順位とを対応付けて記憶する優先順位記憶手段を更に備え、接続先情報選択手段は、優先
順位記憶手段に記憶された優先順位に基づいて、接続先情報取得手段によって取得された
複数の接続先情報の中で最も優先順位が高い接続先情報を選択することが好ましい。この
場合には、予め接続先情報ごとに対応付けられた優先順位に基づいて、複数の接続先情報
の中から容易に接続先情報を選択することができる。
【００１２】
　また、接続先情報通知手段は、接続先情報抽出手段によって抽出された複数の接続先情
報に優先順位を付加して、移動機に通知し、接続先情報選択手段は、接続先情報に付加さ
れた優先順位に基づいて接続先情報を選択することが好ましい。この場合には、接続先情
報選択手段は、接続先情報通知手段から通知された優先順に基づいて、接続先情報を選択
することができる。
【００１３】
　また、接続先情報通知手段は、接続先情報抽出手段によって抽出された複数の接続先情
報のぞれぞれに、各接続先情報に対応する残通信量を付加して、移動機に通知し、接続先
情報選択手段は、接続先情報に付加された残通信量に基づいて接続先情報を選択すること
が好ましい。この場合には、接続先情報選択手段は、残通信量に基づいた接続先情報の選
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択が可能となる。
【００１４】
　また、接続先情報選択手段は、複数の接続先情報の中から接続先情報を選択する際に、
移動機において通信を起動したアプリケーションプログラム又は移動機のユーザによって
接続先情報を選択させることが好ましい。この場合には、通信を起動したアプリケーショ
ンプログラム又は移動機のユーザが接続先情報を選択することができるようになり、利便
性が向上する。
【００１５】
　また、本発明は、通信網に接続する際の接続先を示す接続先情報を移動機から取得して
、接続先情報に基づいて移動機の通信を制御する通信制御装置と、接続先情報が示す接続
先を通じて移動機が通信可能な残通信量を、移動機を利用する加入者を識別可能な識別情
報に対応付けて記憶する残通信量記憶装置とを含んで構成された通信システムであって、
通信制御装置は、通信接続の開始要求を行った移動機から、識別情報及び接続先情報を取
得する識別情報取得手段と、識別情報取得手段で取得された識別情報及び接続先情報に基
づいて、識別情報及び接続先情報に対応する移動機の残通信量を取得する残通信量取得手
段と、残通信量取得手段によって取得された残通信量に基づいて、移動機の通信接続の可
否を判断する通信可否判断手段と、通信可否判断手段によって移動機の通信接続が不可で
あるものと判断された場合、残通信量が残っている接続先の接続先情報を抽出する接続先
情報抽出手段と、接続先情報抽出手段で抽出された接続先情報に基づいて、移動機の通信
接続を行う通信接続手段と、を備えることを特徴とする。
【００１６】
　また、本発明は、通信網に接続する際の接続先を示す接続先情報を移動機から取得して
、接続先情報に基づいて移動機の通信を制御する通信制御装置であって、通信接続の開始
要求を行った移動機から、移動機を利用する加入者を識別可能な識別情報及び接続先情報
を取得する識別情報取得手段と、識別情報取得手段で取得された識別情報及び接続先情報
に基づいて、接続先情報が示す接続先を通じて移動機が通信可能な残通信量を取得する残
通信量取得手段と、残通信量取得手段によって取得された残通信量に基づいて、移動機の
通信接続の可否を判断する通信可否判断手段と、通信可否判断手段によって移動機の通信
接続が不可であるものと判断された場合、残通信量が残っている接続先の接続先情報を抽
出する接続先情報抽出手段と、接続先情報抽出手段で抽出された接続先情報に基づいて、
移動機の通信接続を行う通信接続手段と、を備えることを特徴とする。
【００１７】
　また、本発明は、通信網に接続する際の接続先を示す接続先情報を移動機から取得して
、接続先情報に基づいて移動機の通信を制御する通信制御装置と、接続先情報が示す接続
先を通じて移動機が通信可能な残通信量を、移動機を利用する加入者を識別可能な識別情
報に対応付けて記憶する残通信量記憶装置とを含んで構成された通信システムで実行され
る通信方法であって、通信制御装置が、通信接続の開始要求を行った移動機から、識別情
報及び接続先情報を取得する識別情報取得ステップと、通信制御装置が、識別情報取得ス
テップで取得された識別情報及び接続先情報に基づいて、識別情報及び接続先情報に対応
する移動機の残通信量を取得する残通信量取得ステップと、通信制御装置が、残通信量取
得ステップで取得された残通信量に基づいて、移動機の通信接続の可否を判断する通信可
否判断ステップと、通信可否判断ステップにおいて移動機の通信接続が不可であるものと
判断された場合、通信制御装置が、残通信量が残っている接続先の接続先情報を抽出する
接続先情報抽出ステップと、通信制御装置が、接続先情報抽出ステップで抽出された接続
先情報に基づいて、移動機の通信接続を行う通信接続ステップと、を有することを特徴と
する。
【００１８】
　これらの発明にあっては、移動機の通信開始時に、残通信量に基づいて移動機の通信継
続が不可であるものと判断された場合、残通信量が残っている接続先の接続先情報を抽出
し、抽出した接続先情報に基づいて移動機の通信接続を行う。これにより、残通信量がな
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い場合には、残通信量が残っている接続先情報に基づいて移動機の通信の接続が行われる
ため、移動機のユーザが残通信量が残っている接続先情報に基づいた通信接続に切り替え
る操作が不要となり、より利便性の高い通信接続を行うことができる。
【００１９】
　また、通信制御装置は、接続先情報抽出手段で抽出された接続先情報が示す接続先へ接
続してよいか否かを移動機のユーザに問い合わせる問い合わせ手段を更に備え、通信接続
手段は、問い合わせ手段による問い合わせ結果に基づいて、問い合わせを行った接続先へ
移動機を接続することが好ましい。この場合には、問い合わせ結果に基づいて通信接続を
行うことにより、ユーザの意思を反映した通信接続を行うことができる。
【００２０】
　また、通信制御装置は、通信接続手段によって移動機が接続された接続先を示す接続先
情報を、移動機に通知する接続結果通知手段を更に備えることが好ましい。この場合には
、移動機が接続された接続先情報が移動機に通知されるため、移動機のユーザは接続先を
知ることができる。
【００２１】
　また、本発明は、通信網に接続する際の接続先を示す接続先情報を移動機から取得して
、接続先情報に基づいて移動機の通信を制御する通信制御装置と、接続先情報が示す接続
先を通じて移動機が通信可能な残通信量を、移動機を利用する加入者を識別可能な識別情
報に対応付けて記憶する残通信量記憶装置とを含んで構成された通信システムであって、
通信制御装置は、移動機から、識別情報及び接続先情報を取得する識別情報取得手段と、
識別情報取得手段で取得された識別情報及び接続先情報に基づいて、識別情報及び接続先
情報に対応する移動機の残通信量を取得する残通信量取得手段と、移動機が通信を開始し
てからの通信量を計測する通信量計測手段と、残通信量取得手段で取得された残通信量と
、通信量計測手段で計測された通信量とに基づいて、移動機が通信可能な残通信量を算出
する残通信量算出手段と、残通信量算出手段によって算出された残通信量に基づいて、移
動機の通信の継続可否を判断する通信可否判断手段と、通信可否判断手段によって移動機
の通信の継続が不可であるものと判断された場合、残通信量が残っている接続先の接続先
情報を抽出する接続先情報抽出手段と、接続先情報抽出手段で抽出された接続先情報に基
づいて、移動機の通信の制御を行う通信制御装置側再接続手段と、を備えることを特徴と
する。
【００２２】
　また、本発明は、通信網に接続する際の接続先を示す接続先情報を移動機から取得して
、接続先情報に基づいて移動機の通信を制御する通信制御装置であって、移動機から、移
動機を利用する加入者を識別可能な識別情報、及び接続先情報を取得する識別情報取得手
段と、識別情報取得手段で取得された識別情報及び接続先情報に基づいて、接続先情報が
示す接続先を通じて移動機が通信可能な残通信量を取得する残通信量取得手段と、移動機
が通信を開始してからの通信量を計測する通信量計測手段と、残通信量取得手段で取得さ
れた残通信量と、通信量計測手段で計測された通信量とに基づいて、移動機が通信可能な
残通信量を算出する残通信量算出手段と、残通信量算出手段によって算出された残通信量
に基づいて、移動機の通信の継続可否を判断する通信可否判断手段と、通信可否判断手段
によって移動機の通信の継続が不可であるものと判断された場合、残通信量が残っている
接続先の接続先情報を抽出する接続先情報抽出手段と、接続先情報抽出手段で抽出された
接続先情報に基づいて、移動機の通信の制御を行う通信制御装置側再接続手段と、を備え
ることを特徴とする。
【００２３】
　また、本発明は、通信網に接続する際の接続先を示す接続先情報を移動機から取得して
、接続先情報に基づいて移動機の通信を制御する通信制御装置と、接続先情報が示す接続
先を通じて移動機が通信可能な残通信量を、移動機を利用する加入者を識別可能な識別情
報に対応付けて記憶する残通信量記憶装置とを含んで構成された通信システムで実行され
る通信方法であって、通信制御装置が、移動機から識別情報及び接続先情報を取得する識
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別情報取得ステップと、通信制御装置が、識別情報取得ステップで取得された識別情報及
び接続先情報に基づいて、識別情報及び接続先情報に対応する移動機の残通信量を取得す
る残通信量取得ステップと、通信制御装置が、移動機が通信を開始してからの通信量を計
測する通信量計測ステップと、通信制御装置が、残通信量取得ステップで取得された残通
信量と、通信量計測ステップで計測された通信量とに基づいて、移動機が通信可能な残通
信量を算出する残通信量算出ステップと、通信制御装置が、残通信量算出ステップで算出
された残通信量に基づいて、移動機の通信の継続可否を判断する通信可否判断ステップと
、通信可否判断ステップで移動機の通信の継続が不可であるものと判断された場合、通信
制御装置が、残通信量が残っている接続先の接続先情報を抽出する接続先情報抽出ステッ
プと、通信制御装置が、接続先情報抽出ステップで抽出された接続先情報に基づいて、移
動機の通信の制御を行う通信制御装置側再接続ステップと、を有することを特徴とする。
【００２４】
　これらの発明にあっては、移動機の通信中に、残通信量に基づいて移動機の通信継続が
不可であるものと判断された場合、残通信量が残っている接続先の接続先情報を抽出し、
抽出した接続先情報に基づいて移動機の通信の制御を行う。このように、残通信量が無く
なった場合には、残通信量が残っている接続先情報に基づいて通信の制御を行うことがで
きるので、より利便性の高い通信接続を行うことができる。
【００２５】
　また、通信制御装置は、接続先情報抽出手段で抽出された接続先情報を移動機に通知す
る再接続情報通知手段を更に備え、移動機は、再接続情報通知手段から通知された接続先
情報に基づいて通信接続を行う移動機側再接続手段を更に備えることが好ましい。この場
合、移動機は、通信制御装置から通知された接続先情報に基づいて通信接続を行うことが
できる。
【００２６】
　また、本発明に係る移動機として、上述の通信システムで用いられる移動機とすること
ができる。
【発明の効果】
【００２７】
　本発明によれば、より利便性の高い通信接続を行うことができる。
【図面の簡単な説明】
【００２８】
【図１】第一～第三の実施形態に係る通信システムの概略構成図である。
【図２】料金管理データの具体例を示す図である。
【図３】第一の実施形態に係るＳＧＳＮの詳細構成を示す図である。
【図４】第一の実施形態に係るＳＧＳＮのハードウェア構成を示す図である。
【図５】第一の実施形態に係る移動機の詳細構成を示す図である。
【図６】第一の実施形態に係る移動機及びＳＧＳＮで行われる処理の流れを示すシーケン
ス図である。
【図７】第二の実施形態に係るＳＧＳＮの詳細構成を示す図である。
【図８】第二の実施形態に係るＳＧＳＮで行われる処理の流れを示すフローチャートであ
る。
【図９】第三の実施形態に係るＳＧＳＮの詳細構成を示す図である。
【図１０】第三の実施形態に係る移動機の詳細構成を示す図である。
【図１１】第三の実施形態に係る移動機、ＳＧＳＮ及びＧＧＳＮで行われる処理の流れを
示すシーケンス図である。
【発明を実施するための形態】
【００２９】
　以下、図面を参照しつつ本発明に係る通信システム、通信制御装置、通信方法及び移動
機を適用した通信システムの好適な一実施形態について説明する。なお、図面の説明にお
いて同一の要素には同一の符号を付し、重複する説明を省略する。
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【００３０】
　［第一の実施形態］
　図１は、第一の実施形態に係る通信システムの概略構成図である。図１に示すように、
通信システム１は、ＧＰＲＳを用いた通信システムであり、プリペイド式の移動機１０、
ＳＧＳＮ（通信制御装置）２０、ＧＧＳＮ３０、サービス制御装置４０、及びネットワー
ク５０を含んで構成される。
【００３１】
　移動機１０は、移動可能な通信端末であり、ＳＧＳＮ２０及びＧＧＳＮ３０を介して、
通信先となるネットワーク５０との通信を行う。また、移動機１０は、プリペイド式の通
信端末であり、予め支払った料金の範囲内でパケット通信を行うものである。また、移動
機１０は、通信の開始時に、ＳＧＳＮ２０に対して、移動機１０を利用する加入者の識別
情報（具体的には、ＳＩＭカードの識別情報）と、通信網に接続する際のＡＰＮ（接続先
）を識別可能なＡＰＮ情報（接続先情報）とを送信する。移動機１０における処理の詳細
について、詳しくは後述する。
【００３２】
　ＳＧＳＮ２０は、自身が管理する所定エリア内に在圏する移動機１０と無線通信を行い
、移動機１０とＧＧＳＮ３０とを接続するものである。ＳＧＳＮ２０は、通常、通信エリ
ア内に複数存在している。またＳＧＳＮ２０は、サービス制御装置４０から取得した料金
管理データに基づいて、移動機１０の通信の制御を行う。ＳＧＳＮ２０における料金管理
データに基づいた通信制御について、詳しくは後述する。
【００３３】
　ＧＧＳＮ３０は、インターネット等の他のデータ通信網とのゲートウェイ機能を有する
ノードである。ＧＧＳＮ３０は、通常、通信網内に複数存在している。
【００３４】
　サービス制御装置４０は、移動機１０に対してプリペイド式の通信接続サービスを提供
するための料金管理データを記憶する。この料金管理データは、具体的には、移動機１０
を利用する加入者の識別情報と、移動機１０を通信網に接続する際のＡＰＮを識別可能な
ＡＰＮ情報と、当該ＡＰＮを通じて通信接続可能な残通信量とが対応付けられている。こ
こで、図２に、料金管理データの具体例を示す。図２に示すように、料金管理データは、
一の加入者識別情報に対して、複数のＡＰＮ情報及び残通信量が対応付けられている。例
えば、識別情報「Ａ００１」の加入者に対しては、ＡＰＮ情報「ＡＰＮ＿＃１，ＡＰＮ＿
＃２，ＡＰＮ＿＃３」と残通信量「１０，０，２０」とがそれぞれ対応付けられている。
【００３５】
　また、サービス制御装置４０は、ＳＧＳＮ２０から受信した残通信量に基づいて料金管
理データを更新したり、移動機１０のユーザから料金の支払いがあった等の場合に料金管
理データの更新を行ったりする。なお、サービス制御装置４０としては、ＨＬＲ（Home　
Location　Register）を用いることができる。
【００３６】
　次に、ＳＧＳＮ２０の詳細について説明する。図３は、図１に示すＳＧＳＮの詳細構成
図である。図３に示すようにＳＧＳＮ２０は、通信制御部２００、接続先情報抽出部（接
続先情報抽出手段）２０１、及び接続先情報通知部（接続先情報通知手段）２０２を含ん
で構成される。また、通信制御部２００は、識別情報取得部（識別情報取得手段）２１１
、料金管理データ取得部（残通信量取得手段）２１２、料金管理データ記憶部（残通信量
記憶装置）２１３、通信量計測部（通信量計測手段）２１４、残通信量算出部（残通信量
算出手段）２１５、通信可否判断部（通信可否判断手段）２１６及び通信接続部２１７を
含んで構成される。
【００３７】
　識別情報取得部２１１は、通信接続の開始要求を行った移動機１０の接続要求の信号か
ら、移動機１０の加入者の識別情報、及び通信接続の際に使用するＡＰＮのＡＰＮ情報を
取得する。



(13) JP 2012-138709 A 2012.7.19

10

20

30

40

50

【００３８】
　料金管理データ取得部２１２は、移動機１０が位置登録を行ったときに、サービス制御
装置４０が記憶する料金管理データの中から、移動機１０の加入者の識別情報に対応付け
られたＡＰＮ情報と、当該ＡＰＮ情報に対応付けられた残通信量とを取得する。また、料
金管理データ取得部２１２は、所謂、ハンドオーバー時に、移動機１０の移動元の所定エ
リアの通信を管理するＳＧＳＮから、移動機１０の加入者の識別情報に対応付けられたＡ
ＰＮ情報と、当該ＡＰＮ情報に対応付けられた残通信量とを取得する。取得されたこれら
の情報は、移動機１０の加入者の識別情報と、ＡＰＮ情報と、残通信量とを対応付けて料
金管理データ記憶部２１３が記憶する。
【００３９】
　また、料金管理データ取得部２１２は、移動機１０が通信接続の開始要求を行ったとき
に、料金管理データ記憶部２１３から、識別情報取得部２１１で取得された識別情報及び
ＡＰＮ情報に基づいて、識別情報及びＡＰＮ情報に対応する移動機１０の残通信量を取得
する。
【００４０】
　通信量計測部２１４は、移動機１０が通信を開始してからの通信量を計測する。
【００４１】
　残通信量算出部２１５は、移動機１０が通信接続の開始要求を行ったときに料金管理デ
ータ取得部２１２で取得された残通信量と、通信量計測部２１４で計測された通信量とに
基づいて、移動機１０が通信可能な残通信量を算出する。この残通信量は、通信可能な残
通信時間、又は残データ量として表すことができる。
【００４２】
　通信可否判断部２１６は、残通信量算出部２１５によって算出された残通信量に基づい
て、移動機１０の通信の継続可否を判断する。具体的には、残通信量算出部２１５によっ
て算出された残通信量が０になった場合（所定値以下になった場合でもよい）に、移動機
１０の通信の継続が不可であるものとして判断する。
【００４３】
　通信接続部２１７は、移動機１０の通信接続を行うものであり、通信可否判断部２１６
によって通信継続が可能であるものと判断された場合、通信接続を継続する。一方、通信
接続部２１７は、通信可否判断部２１６によって通信の継続が不可であるものと判断され
た場合、通信を切断する。
【００４４】
　接続先情報抽出部２０１は、通信可否判断部２１６によって通信継続が不可であるもの
と判断された場合、料金管理データ記憶部２１３から、移動機１０に対応付けられ、且つ
残通信量が残っているＡＰＮ情報を抽出する。なお、接続先情報抽出部２０１は、残通信
量が残っているＡＰＮ情報が複数ある場合、複数のＡＰＮ情報を全て抽出することができ
る。
【００４５】
　接続先情報通知部２０２は、接続先情報抽出部２０１で抽出されたＡＰＮ情報を、移動
機１０に通知する。この通知と共に、接続先情報通知部２０２は、通信の切断信号を移動
機１０に通知する。この通知方法として、例えば、切断信号（Deactivation信号）にＡＰ
Ｎ情報を含めて通知することができる。また、予め移動機１０とＳＧＳＮ２０Ａとの間で
、移動機１０のユーザの契約情報を問い合わせるためのＵＳＳＤ（Unstructured　Supple
mentary　Service　Data）コードとＡＰＮ情報とを対応付けたデータを共有しておき、接
続結果通知部２０４Ａが、移動機１０に変更後のＡＰＮ情報に対応するＵＳＳＤコードを
送信することによって行うこともできる。この場合、接続先情報通知部２０２は、切断信
号とＵＳＳＤコードとを移動機１０に通知する。また、ＵＳＳＤコード以外にも、テキス
トメッセージ（ＳＭＳ）を送信することもできる。また、接続先情報通知部２０２は、Ａ
ＰＮ情報を移動機１０に通知する際に、ＡＰＮ情報に優先順位を付加することもできる。
この優先順位は、予め、ＡＰＮ情報毎に順位が対応付けられたリストとして保持していて
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もよく、他の記憶装置等から取得してもよい。また、接続先情報通知部２０２は、ＡＰＮ
情報を移動機１０に通知する際に、当該ＡＰＮ情報に対応付けられた残通信量も、移動機
１０へ通知することもできる。
【００４６】
　続いて、ＳＧＳＮ２０のハードウェア構成を示す。図４は、ＳＧＳＮのハードウェア構
成を示す図である。図４に示すように、ＳＧＳＮ２０は、ＣＰＵ（Central　Processing
　Unit）２５１、主記憶装置であるＲＡＭ（Random　Access　Memory）２５２及びＲＯＭ
（Read　Only　Memory）２５３、通信を行うための通信モジュール２５４、並びにハード
ディスク等の補助記憶装置２５５等のハードウェアを備えるコンピュータとして構成され
る。これらの構成要素が動作することにより、上記のＳＧＳＮ２０の各機能が発揮される
。
【００４７】
　次に、移動機１０の詳細について説明する。図５は、図１に示す移動機の詳細構成図で
ある。図５に示すように移動機１０は、通信接続部１０１、優先順位記憶部（優先順位記
憶手段）１０２、接続先情報送信部（接続先情報送信手段）１０３、接続先情報取得部（
接続先情報取得手段）１０４及び接続先情報選択部（接続先情報選択手段）１０５を含ん
で構成される。
【００４８】
　通信接続部１０１は、ネットワーク５０と移動機１０との間で行われるパケット通信を
制御するものである。
【００４９】
　優先順位記憶部１０２は、複数のＡＰＮ情報と、各ＡＰＮ情報が示すＡＰＮへ接続する
際の優先順位とを対応付けて記憶する。この優先順位は、例えば、予め移動機１０の加入
者によって設定されていたり、所定条件に従って設定されていたりする。
【００５０】
　接続先情報送信部１０３は、通信の開始時に、通信を行う際に接続するＡＰＮのＡＰＮ
情報と、移動機１０の加入者の識別情報とをＳＧＳＮ２０へ送信する。ここで送信される
ＡＰＮ情報は、例えば、予め移動機１０の加入者によって設定され、接続先情報送信部１
０３が保持しているもの等がある。また、接続先情報送信部１０３は、接続先情報選択部
１０５（詳しくは後述する）によってＡＰＮ情報が選択された場合には、選択されたＡＰ
Ｎ情報を保持し、次回、通信を行う際に、接続先情報選択部１０５によって選択されたＡ
ＰＮ情報と、識別情報とをＳＧＳＮ２０へ送信する。
【００５１】
　接続先情報取得部１０４は、ＳＧＳＮ２０の接続先情報通知部２０２から通知されたＡ
ＰＮ情報を取得する。接続先情報通知部２０２から複数のＡＰＮ情報が通知された場合、
接続先情報取得部１０４は通知された複数のＡＰＮ情報を取得する。
【００５２】
　接続先情報選択部１０５は、接続先情報取得部１０４によって取得されたＡＰＮ情報の
中から、所定条件を満たすＡＰＮ情報を選択する。具体的には接続先情報選択部１０５は
、優先順位記憶部１０２に記憶された優先順位に基づいて、接続先情報取得部１０４によ
って取得された複数のＡＰＮ情報の中で最も優先順位が高いＡＰＮ情報を選択する。また
、接続先情報選択部１０５は、ＳＧＳＮ２０の接続先情報通知部２０２によってＡＰＮ情
報に優先順位が付加されている場合には、この優先順位についても考慮して、ＡＰＮ情報
を選択することができる。また、接続先情報選択部１０５は、ＡＰＮ情報に残通信量が付
加されている場合には、この残通信量についても考慮して、ＡＰＮ情報を選択したり、残
通信量を表示画面等に表示したりすることもできる。なお、接続先情報選択部１０５がＡ
ＰＮ情報を選択するのではなく、接続先情報選択部１０５が、移動機１０の通信を起動し
たアプリケーションプログラムや、移動機１０のユーザにＡＰＮ情報を選択させるように
してもよい。例えば、アプリケーションプログラムは、移動機１０の通信先に応じてＡＰ
Ｎ情報を選択したり、ＡＰＮ情報に付加された残通信量に基づいてＡＰＮ情報を選択した
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りすることができる。アプリケーションプログラムや移動機のユーザによってＡＰＮ情報
が選択可能となることにより、ＡＰＮ情報を選択する際の利便性が向上する。
【００５３】
　続いて、移動機１０のハードウェア構成を示す。移動機１０は、図４に示すＳＧＳＮ２
０のハードウェア構成と同様に、ＣＰＵ、主記憶装置であるＲＡＭ及びＲＯＭ、通信を行
うための通信モジュール、並びにハードディスク等の補助記憶装置等のハードウェアを備
えるコンピュータとして構成される。これらの構成要素が動作することにより、上記の移
動機１０の各機能が発揮される。
【００５４】
　次に、通信中に残通信量が無くなった場合に移動機１０及びＳＧＳＮ２０で行われる処
理の流れについて説明する。図６は、移動機及びＳＧＳＮで行われる処理の流れを示すシ
ーケンス図である。移動機１０は、通信接続の開始時に、通信接続の開始要求の信号をＳ
ＧＳＮ２０へ送信する。このとき、移動機１０の接続先情報送信部１０３は、通信接続の
開始要求の信号に、識別情報及びＡＰＮ情報を含めてＳＧＳＮ２０へ送信する（ステップ
Ｓ１０１）。
【００５５】
　ＳＧＳＮ２０の識別情報取得部２１１は、通信接続の開始要求を行った移動機１０の接
続要求の信号から、識別情報及びＡＰＮ情報を取得する（ステップＳ１０２）。そして、
ＳＧＳＮ２０の料金管理データ取得部２１２は、識別情報取得部２１１で取得された識別
情報及びＡＰＮ情報に基づいて、料金管理データ記憶部２１３から残通信量を取得する（
ステップＳ１０３）。
【００５６】
　ＳＧＳＮ２０の通信接続部２１７は、移動機１０をネットワーク５０に接続する（ステ
ップＳ１０４）。ここでは、残通信量が残っていたものとする。なお、残通信量が残って
いない場合、通信接続部２１７は移動機１０の通信を規制する。
【００５７】
　移動機１０が通信接続状態となると、ＳＧＳＮ２０の通信量計測部２１４は、移動機１
０が通信を開始してからの通信量を計測する（ステップＳ１０５）。そして、ＳＧＳＮ２
０の残通信量算出部２１５は、移動機１０が通信可能な残通信量を算出する（ステップＳ
１０６）。
【００５８】
　ＳＧＳＮ２０の通信可否判断部２１６は、残通信量算出部２１５によって算出された残
通信量に基づいて、移動機１０の通信の継続可否を判断する（ステップＳ１０７）。通信
の継続が可能である場合（ステップＳ１０７：ＹＥＳ）、通信の継続が不可となるまで、
通信量計測部２１４による通信量の計測、及び残通信量算出部２１５による残通信量の算
出を行う。
【００５９】
　通信の継続が不可である場合（ステップＳ１０７：ＮＯ）、ＳＧＳＮ２０の接続先情報
抽出部２０１は、料金管理データ記憶部２１３から、移動機１０に対応付けられ、且つ残
通信量が残っているＡＰＮ情報を抽出する（ステップＳ１０８）。
【００６０】
　ＳＧＳＮ２０の接続先情報通知部２０２は、通信可否判断部２１６で抽出されたＡＰＮ
情報と、切断信号とを移動機１０に通知する（ステップＳ１０９）。移動機１０の接続先
情報取得部１０４は、ＳＧＳＮ２０の接続先情報通知部２０２から通知されたＡＰＮ情報
と、切断信号とを取得する（ステップＳ１１０）。これにより、移動機１０とＳＧＳＮ２
０との間の通信が切断される（ステップＳ１１１）。
【００６１】
　そして、移動機１０の接続先情報選択部１０５は、接続先情報取得部１０４によって取
得されたＡＰＮ情報の中から、優先順位の高いＡＰＮ情報を選択する（ステップＳ１１２
）。移動機１０の接続先情報送信部１０３は、接続先情報選択部１０５によって選択され
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たＡＰＮ情報を保持し、次回、通信を行う際に、接続先情報選択部１０５によって選択さ
れたＡＰＮ情報をＳＧＳＮ２０へ送信する（ステップＳ１１３）。これ以降の処理は、上
述のステップＳ１０２以降の処理と同じである。
【００６２】
　本実施形態は以上のように構成され、移動機１０の通信中に、残通信量に基づいて移動
機１０の通信継続が不可であるものとしてＳＧＳＮ２０の通信可否判断部２１６によって
判断された場合、残通信量が残っているＡＰＮのＡＰＮ情報を接続先情報抽出部２０１が
抽出し、抽出したＡＰＮ情報を移動機に通知する。移動機１０の接続先情報取得部１０４
は、残通信量が残っているＡＰＮ情報を取得する。そして、次回の通信開始時に、残通信
量が残っているＡＰＮ情報をＳＧＳＮ２０へ送信して通信を行う。このように、移動機１
０側において残通信量の残っているＡＰＮ情報を把握し、残通信量が残っているＡＰＮ情
報に基づいて通信を行うことができるので、より利便性の高い通信接続を行うことができ
る。
【００６３】
　また、移動機１０が、複数のＡＰＮ情報の中から所定条件を満たすＡＰＮ情報に基づい
て通信を行うことができるので、より好適なＡＰＮ情報に基づいた通信接続を行うことが
できる。
【００６４】
　また、移動機１０の接続先情報選択部１０５は、予めＡＰＮ情報毎に対応付けられた優
先順位に基づいて、複数のＡＰＮ情報の中から容易にＡＰＮ情報を選択することができる
。
【００６５】
　なお、本実施形態において、例えば、移動機１０がＡＰＮ情報に対応付けられた優先順
位の情報を有していない場合、残通信量が無くなったときに、ＳＧＳＮ２０側でＡＰＮ情
報に優先順位を設定して、ＡＰＮ情報と共に優先順位についての情報も移動機１０に通知
してもよい。また、ＳＧＳＮ２０側において、移動機１０が利用可能なＡＰＮ情報を選択
し、選択したＡＰＮ情報を移動機１０に通知してもよい。
【００６６】
　［第二の実施形態］
　第二の実施形態に係る通信システムの概略構成図は、図１に示す第一の実施形態に係る
通信システムと同様である。図１に示すように、本実施形態に係る通信システム１Ａは、
ＧＰＲＳを用いた通信システムであり、プリペイド式の移動機１０、ＳＧＳＮ（通信制御
装置）２０Ａ、ＧＧＳＮ３０、サービス制御装置４０、及びネットワーク５０を含んで構
成される。
【００６７】
　移動機１０は、移動可能な通信端末であり、ＳＧＳＮ２０Ａ及びＧＧＳＮ３０を介して
、通信先となるネットワーク５０との通信を行う。また、移動機１０は、プリペイド式の
通信端末であり、予め支払った料金の範囲内でパケット通信を行うものである。また、移
動機１０は、通信の開始時に、ＳＧＳＮ２０Ａに対して、移動機１０を利用する加入者の
識別情報と、通信網に接続する際のＡＰＮ（接続先）を識別可能なＡＰＮ情報（接続先情
報）とを送信する。
【００６８】
　ＳＧＳＮ２０Ａは、自身が管理する所定エリア内に在圏する移動機１０と無線通信を行
い、移動機１０とＧＧＳＮ３０とを接続するものである。ＳＧＳＮ２０Ａは、通常、通信
エリア内に複数存在している。またＳＧＳＮ２０Ａは、サービス制御装置４０から取得し
た料金管理データに基づいて、移動機１０の通信の制御を行う。ＳＧＳＮ２０Ａにおける
料金管理データに基づいた通信接続の開始処理について、詳しくは後述する。
【００６９】
　ＧＧＳＮ３０及びサービス制御装置４０は、第一の実施形態のＧＧＳＮ３０及びサービ
ス制御装置４０と同様の構成である。
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【００７０】
　次に、ＳＧＳＮ２０Ａの詳細について説明する。図７は、第二の実施形態に係るＳＧＳ
Ｎの詳細構成図である。ＳＧＳＮ２０Ａは、通信制御部２００Ａ、接続先情報抽出部（接
続先情報抽出手段）２０１Ａ、問い合わせ部（問い合わせ手段）２０３Ａ及び接続結果通
知部（接続結果通知手段）２０４Ａを含んで構成される。また、通信制御部２００Ａは、
識別情報取得部（識別情報取得手段）２１１Ａ、料金管理データ取得部（残通信量取得手
段）２１２Ａ、料金管理データ記憶部（残通信量記憶装置）２１３Ａ、通信可否判断部（
通信可否判断手段）２１６Ａ及び通信接続部（通信接続手段）２１７Ａを含んで構成され
る。
【００７１】
　識別情報取得部２１１Ａは、通信接続の開始要求を行った移動機１０の接続要求の信号
から、移動機１０の加入者の識別情報、及び通信接続の際に使用するＡＰＮ情報を取得す
る。
【００７２】
　料金管理データ取得部２１２Ａは、移動機１０が位置登録を行ったときに、サービス制
御装置４０が記憶する料金管理データから、移動機１０の加入者の識別情報に対応付けら
れたＡＰＮ情報と、当該ＡＰＮ情報に対応付けられた残通信量とを取得する。また、料金
管理データ取得部２１２Ａは、所謂、ハンドオーバー時に、移動機１０の移動元の所定エ
リアの通信を管理するＳＧＳＮから、移動機１０の加入者の識別情報に対応付けられたＡ
ＰＮ情報と、当該ＡＰＮ情報に対応付けられた残通信量とを取得する。取得されたこれら
の情報は、移動機１０の加入者の識別情報と、ＡＰＮ情報と、残通信量とを対応付けて料
金管理データ記憶部２１３Ａが記憶する。
【００７３】
　また、料金管理データ取得部２１２Ａは、移動機１０が通信接続の開始要求を行ったと
きに、料金管理データ記憶部２１３Ａから、識別情報取得部２１１Ａで取得された識別情
報及びＡＰＮ情報に基づいて、識別情報及びＡＰＮ情報に対応する移動機１０の残通信量
を取得する。
【００７４】
　通信可否判断部２１６Ａは、移動機１０が通信接続の開始要求を行ったときに料金管理
データ取得部２１２Ａによって取得された残通信量に基づいて、移動機１０の通信接続の
可否を判断する。具体的には、通信可否判断部２１６Ａは、残通信量が０の場合（所定値
以下の場合であってもよい）に、通信接続が不可であるものとして判断する。
【００７５】
　通信接続部２１７Ａは、通信可否判断部２１６Ａによって通信接続が可能であるものと
判断された場合、通信接続開始時に料金管理データ取得部２１２Ａで抽出されたＡＰＮ情
報に基づいて、移動機１０の通信接続を行う。また、通信接続部２１７Ａは、問い合わせ
部２０３Ａ（詳しくは後述する）による問い合わせ結果が、問い合わせを行ったＡＰＮへ
接続することを承諾する旨の内容であった場合に、問い合わせを行ったＡＰＮへ接続する
処理を行う。
【００７６】
　接続先情報抽出部２０１Ａは、通信接続の開始時に通信可否判断部２１６Ａによって通
信接続が不可であるものと判断された場合、料金管理データ記憶部２１３Ａから、移動機
１０に対応付けられ、且つ残通信量が残っているＡＰＮ情報を抽出する。なお、接続先情
報抽出部２０１Ａは、残通信量が残っているＡＰＮ情報が複数ある場合、例えば、予め保
有する、ＡＰＮ毎に定められた優先度のデータに基づいて、優先度の最も高いＡＰＮ情報
を抽出することができる。
【００７７】
　問い合わせ部２０３Ａは、接続先情報抽出部２０１Ａで抽出されたＡＰＮ情報が示すＡ
ＰＮへ接続してよいか否かを移動機１０のユーザに問い合わせる。
【００７８】
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　接続結果通知部２０４Ａは、通信接続部２１７Ａによって移動機１０が接続されたＡＰ
ＮのＡＰＮ情報を、移動機１０に通知する。この通知方法としては、予め移動機１０とＳ
ＧＳＮ２０Ａとの間でＵＳＳＤコードとＡＰＮ情報とを対応付けたデータを共有しておき
、接続結果通知部２０４Ａが、移動機１０に変更後のＡＰＮ情報に対応するＵＳＳＤコー
ドを送信することによって行うことができる。また、テキストメッセージ（ＳＭＳ）を送
信することによって行うこともできる。
【００７９】
　なお、ＳＧＳＮ２０Ａは、第一の実施形態のＳＧＳＮ２０と同様に、ＣＰＵ、主記憶装
置であるＲＡＭ及びＲＯＭ、通信を行うための通信モジュール、並びにハードディスク等
の補助記憶装置等のハードウェアを備えるコンピュータとして構成される。これらの構成
要素が動作することにより、上記のＳＧＳＮ２０Ａの各機能が発揮される。
【００８０】
　次に、ＳＧＳＮ２０Ａにおいて行われる、移動機１０の残通信量に基づいた通信接続の
開始処理の流れについて説明する。図８は、ＳＧＳＮで行われる通信接続の開始処理の流
れを示すフローチャートである。移動機１０から通信接続の要求があると、通信制御部２
００Ａは通信接続処理を開始する（ステップＳ２０１）。
【００８１】
　そして、識別情報取得部２１１Ａは、移動機１０が送信した接続要求の信号から、移動
機１０の加入者の識別情報及びＡＰＮ情報を取得する（ステップＳ２０２）。
【００８２】
　料金管理データ取得部２１２Ａは、識別情報取得部２１１Ａで取得された識別情報及び
ＡＰＮ情報に対応付けられた残通信量を、料金管理データ記憶部２１３Ａから取得する（
ステップＳ２０３）。そして、通信可否判断部２１６Ａは、料金管理データ取得部２１２
Ａによって取得された残通信量に残りがあるか否かを判断する（ステップＳ２０４）。残
通信量が残っていない場合（ステップＳ２０４：ＮＯ）、接続先情報抽出部２０１Ａは、
残通信量が残っている他のＡＰＮ情報が、料金管理データ記憶部２１３Ａに記憶されてい
るか否かを判断する（ステップＳ２０５）。
【００８３】
　残通信量を含むＡＰＮ情報が、料金管理データ記憶部２１３Ａに記憶されている場合（
ステップＳ２０５：ＹＥＳ）、接続先情報抽出部２０１Ａは、当該ＡＰＮ情報を料金管理
データ記憶部２１３Ａから抽出する（ステップＳ２０６）。
【００８４】
　問い合わせ部２０３Ａは、移動機１０を通信網に接続する際に接続するＡＰＮを、接続
先情報抽出部２０１Ａで抽出されたＡＰＮ情報が示すＡＰＮに、変更しても良いか否かの
問い合わせを移動機１０のユーザに対して行う（ステップＳ２０７）。そして、問い合わ
せ部２０３Ａは、問い合わせに対する移動機１０のユーザからの回答が、ＡＰＮの変更を
承諾するものであるか否かの判断を行う（ステップＳ２０８）
【００８５】
　問い合わせに対する回答が、ＡＰＮの変更を承諾するものである場合（ステップＳ２０
８：ＹＥＳ）、通信接続部２１７Ａは、承諾されたＡＰＮを示すＡＰＮ情報を、通信の接
続要求の信号に含めてＧＧＳＮ３０に送信する（ステップＳ２０９）。接続結果通知部２
０４Ａは、接続するＡＰＮを変更した旨を移動機１０に通知する（ステップＳ２１０）。
これにより、移動機１０とネットワーク５０との間での通信のセッションが確立し、ＳＧ
ＳＮ２０Ａにおける通信接続の開始処理が終了する。
【００８６】
　また、通信の接続要求の信号から取得した識別情報及びＡＰＮ情報に基づいて取得した
残通信量に残りがある場合（ステップＳ２０４：ＹＥＳ）、通信接続部２１７Ａは、接続
要求の信号から取得されたＡＰＮ情報を、通信の接続要求の信号に含めてＧＧＳＮ３０に
送信する（ステップＳ２１１）。これにより、移動機１０とネットワーク５０との間での
通信のセッションが確立し、ＳＧＳＮ２０Ａにおける通信接続の開始処理が終了する。
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【００８７】
　また、残通信量が残っているＡＰＮ情報が、料金管理データ記憶部２１３Ａに記憶され
ていない場合（ステップＳ２０５：ＮＯ）、及びＡＰＮの変更可否の問い合わせに対する
回答が、ＡＰＮの変更を承諾しないものである場合（ステップＳ２０８：ＮＯ）、ＳＧＳ
Ｎ２０Ａは、移動機１０の通信を規制する（ステップＳ２１２）。
【００８８】
　本実施形態は以上のように構成され、移動機１０の通信開始時に、残通信量に基づいて
移動機１０の通信継続が不可であるものとしてＳＧＳＮ２０Ａの通信可否判断部２１６Ａ
によって判断された場合、残通信量が残っているＡＰＮのＡＰＮ情報を接続先情報抽出部
２０１Ａが抽出し、抽出したＡＰＮ情報に基づいて移動機１０の通信接続を行う。これに
より、残通信量がない場合には、残通信量が残っているＡＰＮ情報に基づいて移動機１０
の通信の接続が行われるため、移動機１０のユーザが残通信量が残っているＡＰＮ情報に
基づいた通信接続に切り替える操作が不要となり、より利便性の高い通信接続を行うこと
ができる。
【００８９】
　また、問い合わせ部２０３Ａによる問い合わせ結果に基づいて通信接続を行うことによ
り、ユーザの意思を反映した通信接続を行うことができる。
【００９０】
　また、移動機１０が接続されたＡＰＮのＡＰＮ情報が移動機に通知されるため、移動機
１０のユーザは接続先のＡＰＮを知ることができる。
【００９１】
　なお、第二の実施形態では、通信の接続開始時に取得した残通信量が０の場合に、残通
信量に残りがないものとして判断したが、所定の残通信量以下の場合に、残通信量に残り
がないものとして判断することもできる。この場合には、接続先情報抽出部２０１Ａによ
って残通信量が残っているＡＰＮ情報が抽出され、当該ＡＰＮ情報への切り替えを移動機
１０のユーザに提示したにもかかわらず、切り替えを拒否されると、残通信量が所定量以
下のＡＰＮ情報に基づいて、残通信量がなくなるまでの所定の時間だけ通信接続が行われ
る。
【００９２】
　［第三の実施形態］
　第三の実施形態に係る通信システムの概略構成図は、図１に示す第一の実施形態に係る
通信システムと同様である。図１に示すように、本実施形態に係る通信システム１Ｂは、
ＧＰＲＳを用いた通信システムであり、プリペイド式の移動機１０Ｂ、ＳＧＳＮ（通信制
御装置）２０Ｂ、ＧＧＳＮ３０、サービス制御装置４０、及びネットワーク５０を含んで
構成される。
【００９３】
　移動機１０Ｂは、移動可能な通信端末であり、ＳＧＳＮ２０Ｂ及びＧＧＳＮ３０を介し
て、通信先となるネットワーク５０との通信を行う。また、移動機１０Ｂは、プリペイド
式の通信端末であり、予め支払った料金の範囲内でパケット通信を行うものである。また
、移動機１０Ｂは、通信の開始時に、ＳＧＳＮ２０Ｂに対して、移動機１０Ｂを利用する
加入者の識別情報と、通信網に接続する際のＡＰＮ（接続先）を識別可能なＡＰＮ情報（
接続先情報）とを送信する。移動機１０Ｂにおける処理の詳細について、詳しくは後述す
る。
【００９４】
　ＳＧＳＮ２０Ｂは、自身が管理する所定エリア内に在圏する移動機１０Ｂと無線通信を
行い、移動機１０ＢとＧＧＳＮ３０とを接続するものである。ＳＧＳＮ２０Ｂは、通常、
通信エリア内に複数存在している。またＳＧＳＮ２０Ｂは、サービス制御装置４０から取
得した料金管理データに基づいて、移動機１０Ｂの通信の制御を行う。ＳＧＳＮ２０Ｂに
おける料金管理データに基づいた通信制御について、詳しくは後述する。
【００９５】



(20) JP 2012-138709 A 2012.7.19

10

20

30

40

50

　ＧＧＳＮ３０及びサービス制御装置４０は、第一の実施形態のＧＧＳＮ３０及びサービ
ス制御装置４０と同様の構成である。
【００９６】
　次に、ＳＧＳＮ２０Ｂの詳細について説明する。図９は、第三の実施形態に係るＳＧＳ
Ｎの詳細構成図である。図９に示すようにＳＧＳＮ２０Ｂは、通信制御部２００Ｂ、接続
先情報抽出部（接続先情報抽出手段）２０１、及び再接続情報通知部（再接続情報通知手
段）２０５Ｂを含んで構成される。また、通信制御部２００Ｂは、識別情報取得部（識別
情報取得手段）２１１、料金管理データ取得部（残通信量取得手段）２１２、料金管理デ
ータ記憶部（残通信量記憶装置）２１３、通信量計測部（通信量計測手段）２１４、残通
信量算出部（残通信量算出手段）２１５、通信可否判断部（通信可否判断手段）２１６及
び通信接続部（通信制御装置側再接続手段）２１７Ｂを含んで構成される。
【００９７】
　なお、識別情報取得部２１１、料金管理データ取得部２１２、料金管理データ記憶部２
１３、通信量計測部２１４、残通信量算出部２１５、通信可否判断部２１６は、第一の実
施形態の通信制御部２００内の各構成要素と同様の構成である。
【００９８】
　再接続情報通知部２０５Ｂは、接続先情報抽出部２０１で抽出されたＡＰＮ情報をＧＧ
ＳＮ３０及び移動機１０Ｂに通知する。なお、この通知は、具体的には、ＡＰＮ情報を含
んだＰＤＰデータを送信することによって行うことができる。ＰＤＰデータには、ＡＰＮ
情報の他に、例えば、Ｑｏｓ情報やＰＤＰのＴｙｐｅ情報（ＩＰ　or　ＰＰＰ）等が含ま
れている。
【００９９】
　通信接続部２１７Ｂは、移動機１０Ｂの通信接続を行うものであり、通信可否判断部２
１６によって通信継続が可能であるものと判断された場合、通信接続を継続する。一方、
通信接続部２１７Ｂは、通信可否判断部２１６によって通信の継続が不可であるものと判
断された場合、通信を切断する。また、通信接続部２１７Ｂは、接続先情報抽出部２０１
で抽出されたＡＰＮ情報に基づいて、移動機１０Ｂの通信の制御を行う。
【０１００】
　なお、ＳＧＳＮ２０Ｂは、第一の実施形態のＳＧＳＮ２０と同様に、ＣＰＵ、主記憶装
置であるＲＡＭ及びＲＯＭ、通信を行うための通信モジュール、並びにハードディスク等
の補助記憶装置等のハードウェアを備えるコンピュータとして構成される。これらの構成
要素が動作することにより、上記のＳＧＳＮ２０Ｂの各機能が発揮される。
【０１０１】
　次に、移動機１０Ｂの詳細について説明する。図１０は、第３の実施形態に係る移動機
の詳細構成図である。図１０に示すように移動機１０Ｂは、通信接続部（移動機側再接続
手段）１０１Ｂ及び接続先情報送信部１０３Ｂを含んで構成される。
【０１０２】
　通信接続部１０１Ｂは、ネットワーク５０と移動機１０Ｂとの間で行われるパケット通
信を制御するものである。また、通信接続部１０１Ｂは、ＳＧＳＮ２０Ｂの再接続情報通
知部２０５Ｂから通知されたＡＰＮ情報に基づいて通信接続を行う。
【０１０３】
　接続先情報送信部１０３Ｂは、通信の開始時に、通信を行う際に接続するＡＰＮのＡＰ
Ｎ情報と、移動機１０Ｂの加入者の識別情報とをＳＧＳＮ２０Ｂへ送信する。ここで送信
されるＡＰＮ情報は、例えば、予め移動機１０Ｂの加入者等によって設定され、接続先情
報送信部１０３Ｂが保持しているものとする。
【０１０４】
　なお、移動機１０Ｂは、第一の実施形態のＳＧＳＮ２０と同様に、ＣＰＵ、主記憶装置
であるＲＡＭ及びＲＯＭ、通信を行うための通信モジュール、並びにハードディスク等の
補助記憶装置等のハードウェアを備えるコンピュータとして構成される。これらの構成要
素が動作することにより、上記の移動機１０Ｂの各機能が発揮される。
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【０１０５】
　次に、通信中に残通信量が無くなった場合に移動機１０Ｂ、ＳＧＳＮ２０Ｂ及びＧＧＳ
Ｎ３０で行われる処理の流れについて説明する。図１１は、移動機、ＳＧＳＮ及びＧＧＳ
Ｎで行われる処理の流れを示すシーケンス図である。移動機１０Ｂは、通信接続の開始時
に、通信接続の開始要求の信号をＳＧＳＮ２０Ｂへ送信する。このとき、移動機１０Ｂの
接続先情報送信部１０３Ｂは、通信接続の開始要求の信号に、識別情報及びＡＰＮ情報を
含めてＳＧＳＮ２０Ｂへ送信する（ステップＳ３０１）。
【０１０６】
　ＳＧＳＮ２０Ｂの識別情報取得部２１１は、通信接続の開始要求を行った移動機１０Ｂ
の接続要求の信号から、識別情報及びＡＰＮ情報を取得する（ステップＳ３０２）。そし
て、ＳＧＳＮ２０Ｂの料金管理データ取得部２１２は、識別情報取得部２１１で取得され
た識別情報及びＡＰＮ情報に基づいて、料金管理データ記憶部２１３から残通信量を取得
する（ステップＳ３０３）。
【０１０７】
　ＳＧＳＮ２０Ｂの通信接続部２１７Ｂは、移動機１０Ｂを、ＧＧＳＮ３０を介してネッ
トワーク５０に接続する（ステップＳ３０４）。ここでは、残通信量が残っていたものと
する。なお、残通信量が残っていない場合、通信接続部２１７Ｂは移動機１０Ｂの通信を
規制する。
【０１０８】
　移動機１０Ｂが通信接続状態となると、ＳＧＳＮ２０Ｂの通信量計測部２１４は、移動
機１０Ｂが通信を開始してからの通信量を計測する（ステップＳ３０５）。そして、ＳＧ
ＳＮ２０Ｂの残通信量算出部２１５は、移動機１０Ｂが通信可能な残通信量を算出する（
ステップＳ３０６）。
【０１０９】
　ＳＧＳＮ２０Ｂの通信可否判断部２１６は、残通信量算出部２１５によって算出された
残通信量に基づいて、移動機１０Ｂの通信の継続可否を判断する（ステップＳ３０７）。
通信の継続が可能である場合（ステップＳ３０７：ＹＥＳ）、通信の継続が不可となるま
で、通信量計測部２１４による通信量の計測、及び残通信量算出部２１５による残通信量
の算出を行う。
【０１１０】
　通信の継続が不可である場合（ステップＳ３０７：ＮＯ）、ＳＧＳＮ２０Ｂの接続先情
報抽出部２０１は、料金管理データ記憶部２１３から、移動機１０Ｂに対応付けられ、且
つ残通信量が残っているＡＰＮ情報を抽出する（ステップＳ３０８）。
【０１１１】
　ＳＧＳＮ２０Ｂの再接続情報通知部２０５Ｂは、接続先情報抽出部２０１で抽出された
ＡＰＮ情報をＧＧＳＮ３０に通知する（ステップＳ３０９）。ＧＧＳＮ３０は、ＳＧＳＮ
２０ＢからＡＰＮ情報を取得すると（ステップＳ３１０）、ＡＰＮ情報の取得が完了した
旨をＳＧＳＮ２０Ｂに対して通知する（ステップＳ３１１）。
【０１１２】
　ＳＧＳＮ２０Ｂの再接続情報通知部２０５Ｂは、ＧＧＳＮ３０から完了通知を取得する
と、移動機１０Ｂに対しても、接続先情報抽出部２０１で抽出されたＡＰＮ情報を通知す
る（ステップＳ３１２）。移動機１０Ｂの通信接続部１０１Ｂは、ＳＧＳＮ２０Ｂから通
知されたＡＰＮ情報を取得すると（ステップＳ３１３）、通信接続の際に用いるＡＰＮ情
報を、ＳＧＳＮ２０Ｂから受信したＡＰＮ情報に更新し（ステップＳ３１４）、更新した
ＡＰＮ情報に基づいて通信接続を行う。
【０１１３】
　そして、移動機１０Ｂの通信接続部１０１Ｂは、ＳＧＳＮ２０Ｂに対して、ＡＰＮ情報
の更新が完了した旨をＳＧＳＮ２０Ｂに対して通知する（ステップＳ３１５）。ＳＧＳＮ
２０Ｂの再接続情報通知部２０５Ｂが、移動機１０Ｂから通知された完了通知を取得する
と、残通信量算出部２１５は、接続先情報抽出部２０１によって抽出されたＡＰＮ情報に
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対応付けられた残通信量と、通信量計測部２１４で計測された通信量とに基づいて、移動
機１０Ｂが通信可能な残通信量を算出する（ステップＳ３１６）。
【０１１４】
　そして、再接続情報通知部２０５Ｂは、通信可否判断部２１６によって通信の継続が不
可（ステップＳ３０７：ＮＯ）であるものとして判定された残通信量に対応付けられたＡ
ＰＮ情報、即ち、旧ＡＰＮ情報を、料金管理データ記憶部２１３から削除する（ステップ
Ｓ３１７）。また、再接続情報通知部２０５Ｂは、ＧＧＳＮ３０に対して、旧ＡＰＮ情報
を削除する旨の通知を行う（ステップＳ３１８）。
【０１１５】
　ＧＧＳＮ３０は、ＳＧＳＮ２０Ｂから旧ＡＰＮ情報を削除する旨の通知を取得すると、
指示された旧ＡＰＮ情報を削除し（ステップＳ３１９）、削除の完了をＳＧＳＮ２０Ｂへ
通知する（ステップＳ３２０）。ＧＧＳＮ３０から送信された、削除の完了の通知は、Ｓ
ＧＳＮ２０Ｂの再接続情報通知部２０５Ｂによって取得される（ステップＳ３２１）。こ
れにより、残通信量が無くなったときに抽出された、残通信量が残っているＡＰＮ情報に
基づいた通信接続処理が行われ、通信接続状態となる。
【０１１６】
　本実施形態は以上のように構成され、移動機１０Ｂの通信中に、残通信量に基づいて移
動機１０Ｂの通信継続が不可であるものとＳＧＳＮ２０Ｂの通信可否判断部２１６によっ
て判断された場合、残通信量が残っているＡＰＮのＡＰＮ情報をＳＧＳＮ２０Ｂの接続先
情報抽出部２０１が抽出し、抽出したＡＰＮ情報に基づいて通信接続部２１７Ｂが移動機
１０Ｂの通信の制御を行う。このように、残通信量が無くなった場合には、セッションを
切ることなく、残通信量が残っているＡＰＮ情報に基づいて通信の制御を行うことができ
るので、より利便性の高い通信接続を行うことができる。
【０１１７】
　また、移動機１０Ｂは、ＳＧＳＮ２０Ｂから通知されたＡＰＮ情報に基づいて通信接続
を行うことができる。
【０１１８】
　移動機１０Ｂは、残通信量がなくなったときに、通信接続が一瞬だけ切断された状態と
なるが、すぐに、残通信量が残っているＡＰＮ情報に基づいて通信接続が行われる。
【０１１９】
　なお、本発明は、上記各実施形態に限定されるものではない。例えば、第一～第三の実
施形態において、接続先情報抽出部２０１，２０１Ａは、料金管理データ記憶部２１３，
２１３Ａに記憶された料金管理データから、移動機１０に対応付けられ、且つ残通信量が
残っているＡＰＮ情報を抽出するものとしたが、サービス制御装置（残通信量記憶装置）
４０が記憶する料金管理データから直接抽出してもよい。
【０１２０】
　また、移動機１０，１０Ｂをプリペイド式の移動機としたが、プリペイド式専用でなく
てもよく、プリペイド式の通信を行うことができる移動機であればよい。
【０１２１】
　上述した第一～第三の実施形態は、主にＧＰＲＳによる通信システムを用いたものであ
る。しかしながら、このような通信システムに限定するものではなく、パケットデータを
通信することができる通信システムにおいては適宜適用可能であり、例えば、ＬＴＥ（Lo
ng　Term　Evolution）などの新規な通信システムにおいても適用可能である。その際、
ＧＧＳＮ３０に相当するものは、Ｐ－ＧＷ（Packet　Data　Network　Gateway)であり、
ＳＧＳＮ２０，２０Ａ，２０Ｂに相当するものは、ＭＭＥ（Mobility　Management　Enti
ty）若しくはＳ－ＧＷ（Serving　Gateway）である。また、サービス制御装置４０に相当
するものは、ＨＳＳ（加入者情報管理サーバ：Home　Subscriber　System）である。なお
、サービス制御装置４０としてＰＣＲＦ（ポリシー制御装置：Policy　and　Charging　R
ule　Function）を用いてもよい。
【符号の説明】
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【０１２２】
　１，１Ａ，１Ｂ…通信システム、１０，１０Ａ，１０Ｂ…移動機、２０，２０Ａ，２０
Ｂ…ＳＧＳＮ（通信制御装置）、１０１Ｂ…通信接続部（移動機側再接続手段）、１０２
…優先順位記憶部（優先順位記憶手段）、１０３…接続先情報送信部（接続先情報送信手
段）、１０４…接続先情報取得部（接続先情報取得手段）、１０５…接続先情報選択部（
接続先情報選択手段）、２０１，２０１Ａ…接続先情報抽出部（接続先情報抽出手段）、
２０２…接続先情報通知手段）、２０３Ａ…問い合わせ部（問い合わせ手段）、２０４Ａ
…接続結果通知部（接続結果通知手段）、２０５Ｂ…再接続情報通知部（再接続情報通知
手段）、２１１，２１１Ａ…識別情報取得部（識別情報取得手段）、２１２，２１２Ａ…
料金管理データ取得部（残通信量取得手段）、２１３，２１３Ａ…料金管理データ記憶部
（残通信量記憶装置）、２１４…通信量計測部（通信量計測手段）、２１５…残通信量算
出部（残通信量算出手段）、２１６，２１６Ａ…通信可否判断部（通信可否判断手段）、
２１７Ａ…通信接続部（通信接続手段）、２１７Ｂ…通信接続部（再接続情報通知手段）
。

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】
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【図７】 【図８】

【図９】 【図１０】
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【図１１】
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